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子育てカレッジを活用した小児看護学実習の教育評価と課題

上山　和子 *・山本　裕子

新見公立大学看護学部

（2015年11月18日受理）

　本研究は，小児看護学実習に導入した子育てカレッジ実習の教育評価と課題について明らかにし，今後の
実習指導に役立てることを目的とした。研究方法は，質的帰納的研方法である。その結果，遊びの捉え方では，

【遊びの意義】【成長発達を促す遊び】【安全教育・安全管理を意識した遊び】の ３ カテゴリー，子どもの捉え
方では，【子どもは常に成長・発達していく存在】【周囲の大人の関わりを必要とする存在】【子どもとの関わ
りを通した肯定的変化】の ３ カテゴリー，保護者の捉え方では，【子どもへの思いが強い】【子育てに対する
不安を抱えている】【多様な子育て支援を必要としている】の ３ カテゴリーを抽出した。
　これらの結果から，学生は，子育てカレッジ実習を通して子ども本来の遊びの意義，子どもの成長過程，
保護者の子どもに対する思い，多様な子育て支援について学んでいることが明らかになった。今後の課題と
して，発達期の基本的生活習慣について認識が高まるよう指導していく必要がある。

（キーワード）学士課程，小児看護学実習，子育てカレッジ，教育評価

*連絡先：上山和子　新見公立大学看護学部　718−8585　新見市西方1263−２

はじめに

　Ａ大学看護学部の小児看護学実習の実習形態は，2012
年度から2013年度までの ２ 年間は， ２ 週間の実習のうち，
３ 日間の保育所実習を実施していた。保育所実習におけ
る学びとして片山らは，他職種の視点で小児の発達，養
育について学習し，小児に関する認識や養育方法の幅を
広げ，小児看護の学習を深める機会になったことを明ら
かにしている １ ）。
　2014年度からは，実習施設との調整や学内に子育てカ
レッジが開設された背景を踏まえて，小児看護学実習に
おける保育所実習を子育てカレッジに移行し， ２ 日間の
実習期間を通し「健康な小児の発達段階の特徴を知り，
その発達段階に応じた保育的な働きかけを理解する」を
目標に実習を展開している。
　今回，子育てカレッジ実習導入後の学生の小児の発達
段階の特徴の理解や発達段階に応じた働きかけ，子ども・
保護者の捉え方を分析することにより，実習目標の到達
度の評価を行うことで，教育方法を検討する機会とし，
小児看護学の実習内容の質向上に繋げたいと考える。ま
た，教育評価から学習課題を明らかにすることは，次年
度以降の実習指導に役立つと考える。
　本研究では子育てカッレジを活用した小児看護学実習
の教育評価を明らかにし，先行研究と比較検討すること
で，今後の小児看護学実習の教育方法に活かすことを目
的とする。

１ ．研究方法

１ ）研究対象
　2014年度に小児看護学実習を履修した学生63名の子育
てカレッジ実習の総括記録の内，同意が得られた51名分
を対象とした。

２ ）研究方法及び分析方法
　小児看護学実習における子育てカレッジ実習の「遊び
の捉え方」「子どもの捉え方」「保護者の捉え方」の ３ つ
の観点項目からなる総括記録を教員 ２ 名で内容分析し，
学びや課題を抽出する。そして，質的・帰納的に分析後，
カテゴリー化する。カテゴリー化については，研究者間
で検討を繰り返し，妥当性を高めた。

３ ）倫理的配慮
　2014年から2015年にＡ大学小児看護学実習の修了者に
本研究に関する説明書を配布する。説明の文書には，研
究目的，内容分析によるデータ処理，匿名性が完全に確
保されていること，成績に関与しないこと，参加は自由
意志で拒否による不利益は全くないこと，同意が得られ
ない場合は，データから外すことを口頭及び文書で説明
した。
　尚，本研究は，Ａ大学倫理審査委員会の了承を受け実
施した。
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２ ．�小児看護学実習目的２）及び子育てカレッジ実習の概

要

１ ）実習目的
　小児の発達段階の特徴を知り，健康な小児の養護と健
康上の諸問題をもつ小児への看護実践を通し，各健康レ
ベルの小児の健康問題を捉える能力と態度を養う。

２ ）実習目標
（ １ ） 健康な小児の発達段階の特徴を知り，その発達段階

に応じた保育的な働きかけを理解する。
　　 ① 小児の身体的発育・運動機能・情緒・社会性・言

語の発達の実際が理解できる。
　　 ② 基本的生活習慣の自立への援助について理解でき

る。
　　 ③小児の発達に応じた遊びが理解できる。
　　 ④小児の安全教育・安全管理が理解できる。
　　 ⑤小児及び家族について関係性が理解できる

（ ２ ） 各期の発達段階別の健康障害をもつ小児及び家族の
看護問題を捉え，援助の必要性について理解する。

　　 ①対象者は，小児及び家族であることが理解できる。
　　 ② 健康障害が小児及び家族に与える影響について理

解できる。
　　 ③ 健康障害をもつ小児及び家族から得られた情報を

アセスメントし，看護問題を捉えることができる。
　　 ④ 健康障害をもつ小児及び家族に対して必要な看護

援助を立案できる。
　　 ⑤ 健康障害をもつ小児及び家族に対して必要な看護

援助を実践し，評価・考察できる。
（ ３ ） 小児の保健・医療・福祉・教育について理解し，幅

広く健康問題を捉え，小児看護の役割を理解する。
　　 ① 乳幼児健診・育児相談に参加し，育児指導や疾病

予防について学び，個々の小児と家族への指導の
あり方が理解できる。

　　 ② 急性期の小児に対する看護と家庭療養に向けた指
導のあり方が理解できる。

　　 ③ 慢性期の小児に対する継続看護の必要性が理解で
きる。

　　 ④ 小児に関わる保健・医療・福祉・教育チームにお
ける連携及び成育に関する小児看護の役割が理解
できる。

　　 ⑤ 小児の保健・医療・福祉・教育を通し，子ども観
を深めることができる。

３ ）小児看護学実習の概要
　実習内容は，病院実習と子育てカレッジで構成する。
前週に学内において事前オリエンテーション，バイタル
サイン測定，身体計測やベッド柵の取り扱いなどの安全

対策について学内演習を行い，病院実習後に子育てカレッ
ジ実習を行う（表 １ ）。

表 １　小児看護学の実習展開

４ ）子育てカレッジでの小児看護学実習の概要
　子育てカレッジは，2008年に親子交流広場「にこたん」
として誕生し，地域協働型子育て支援として子育て中の
親子がゆっくり安心して過ごせる交流の場として開設さ
れた。活動内容は，基本であるノンプログラム型として
の自由な時間，行事や体験等を共にするプログラム型の

「にこたんタイム」で構成されている。スタッフは，保育
士などが常駐し，子ども・親への対応，学生指導を行っ
ている。開設当初は，週 ２ 日間であったが，2014年から
週 ５ 日間に広げられ，子育て支援センター機能を併せ持
つ子育てカレッジとして活動している ３ ）。
　子育てカレッジ実習内容としては，子育てカレッジに
来所した子ども及び保護者との遊びなどを通して，子ど
もの活動性，保護者から子どもに対する思いや子育てに
伴う不安内容などを聞く機会とする。この実習形態をノ
ンプログラム型として学生自身が自由に子どもや保護者
に関わる実習とする。また，「にこたんタイム」を利用し
て，子ども及び保護者を対象に，身体について書かれて
いる絵本の読み聞かせや，手洗い，風邪予防のための食
生活，脱水予防などについて学生の自作による絵を用い，
紙芝居の方法を取り入れ健康生活への啓発活動として分
かりやすく説明する機会を設ける。この実習形態をプロ
グラム型として，実習展開を行う（図 １ ）。

図 １　子育てカレッジでの小児看護学実習形態

３．結果

　小児看護学実習目標の「遊びの捉え方」「子どもの捉え
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方」「保護者の捉え方」の ３ つの観点からの記述内容
　以下，【　】カテゴリー，「　」サブカテゴリー，＜　＞
コードで示す。

１ ）「遊びの捉え方」の構成内容
　【遊びの意義】【成長発達を促す遊び】【安全教育・安全
管理を意識した遊び】の ３ カテゴリー，11サブカテゴリー，
131コードで構成されていた。
　【遊びの意義】では，「子どもにおける遊びの意義」で，
＜子どもにとって遊びは，自由で自発的な活動である＞，

「子育てカレッジを活用した遊び内容」で，＜子育てカレッ
ジでの遊びを通して，情緒的安定を図ることに繋がって
いる＞，「遊び道具の充実」で，＜体を使って遊ぶ道具，
頭を使って遊ぶ道具のどちらも充実している＞などが挙
げられた。
　【成長発達を促す遊び】では，「創造性を促す遊び」で，
＜何か物を作ったり食べるふりをして遊ぶことで，児の
想像力と創造力が豊かになる＞，「社会性を促す遊び」で，
＜遊びを通して順番を守り社会性が身に付く＞，「運動機
能の発達を促す遊び」で，＜身体を動かし遊ぶことで，
身体・運動機能の発達促進になる＞，「子ども同士の交流
による遊び」で，＜同い年くらいの子どもと一緒に同じ
遊びをしている＞，「発達年代別の遊びの内容」で，＜ １
歳児はひとり遊びが多い＞，「日々の体験を取り入れた遊
び」で，＜身の回りの環境を認識し，それを再現しよう
とする＞などが挙げられた。
　【安全教育・安全管理を意識した遊び】では，「遊びを

通した周囲の関わり方」で，＜遊んだ後の片付けの声掛
けが行われていた＞，「安全管理を意識した遊び」で，＜乳
児は何でも口に入れるので大人の見守りが必要である＞
などが挙げられた（表 ２ ）。

２ ）子どもの捉え方の構成内容
　【子どもは常に成長発達していく存在】【周囲の大人の
関わりを必要とする存在】【子どもとの関わりを通した変
化】の ３ カテゴリー，12サブカテゴリー，129コードで構
成されていた。
　【子どもは常に成長発達していく存在】では，「子ども
の活動性から捉えた行動の特徴」で，＜好奇心旺盛で １
人で色々なものを触り走り回る＞，「子どもの身体的・精
神的成長発達過程」で，＜子どもは成功も失敗も糧にし
て心も身体も成長していく存在＞，「子どもの主体性・創
造性の発達過程」で，＜子どもは主体的に自分からこの
遊びを選びおもちゃに名前をつけたりする＞，「遊びを通
した子どもの成長過程」で，＜遊んでいる中で守らなけ
ればならないルールも学んでいく＞，「子どもの情緒的・
社会的成長過程」で，＜ ２ 〜 ３ 歳になると年下を思いや
る心が生まれ感情豊かになる＞などが挙げられた。
　【周囲の大人の関わりを必要とする存在】では，「個別
性を理解した働きかけ」で，＜子ども一人ひとり違うこ
とを理解し声掛けをしていく必要がある＞，「子どもの発
達に伴う安全教育の必要性」で，＜危険なことを判断で
きないので周りが教えてあげる必要がある＞，「子どもと
大人の相互作用による関わり」で，＜子どもたちは大人

表 ２　遊びの捉え方



― 10 ―

上山　和子・山本　裕子

と違った視点をもっているため相互作用の中で関わって
いく＞，「子どもとのコミュニケーションの取り方の工夫」
で，＜子どもには優しい言葉選びが必要で言葉により反
応が大きく変わる＞，「子どもにとって母親の存在は大き
い」で，＜母親がいるだけで安心し安全基地の役割をし
ている＞などが挙げられた。
　【子どもとの関わりを通した変化】では，「子どもに対
する肯定的イメージ」で，＜実際に関わってみて改めて
子どもと関わるのが好きであると再確認した＞，「子ども
との関わりを通した苦手意識からの変化」で，＜今回関
わることで子どもはかわいく苦手意識はなくなった＞な
どが挙げられた（表 ３ ）。

３ ）保護者の捉え方の構成内容
　【子どもへの思いが強い】【子育てに対する不安を抱え
ている】【多様な子育て支援を必要としている】の ３ カテ
ゴリー， ９ サブカテゴリー，84コードで構成されていた。
　【子どもへの思いが強い】では，「子どもを大切に思う
気持ち」で，＜保護者は児のことを一番に考えている強
い味方である＞，「子育てに対する母親の思い」で，＜母
親は常に子どものことに気を配って，注視している＞，「子
どもを通した母親の成長」で，＜母親も子どもも色々な
親子と関わることで，互いに成長していく＞，「子どもと
の適度な距離感」で，＜ある程度離れたところで見守る
というのも保護者の役割＞などが挙げられた。

　【子育てに対する不安を抱えている】では，「子どもの
成長に対する母親の不安」で，＜お母さん方は「普通」
ということにすごいこだわりがある＞，「子どものしつけ
と母親の葛藤」で，＜叱る理由や今後どうすればいいか
伝えていくこともしつけの一つ＞などが挙げられた。
　【多様な子育て支援】では，「親同士の交流・情報交換
によるピアサポート」で，＜親同士で話す機会が増え育
児相談をしたりするなどができる＞，「子育てに伴う親の
役割」で，＜保護者は子どもの成長発達を助長していけ
るような環境づくりが必要である＞，「専門職からの支援
を受けた子育て支援」で，＜母親の不安に対して解決で
きるようにアドバイスしたり関係機関について紹介でき
るようにすることが必要＞などが挙げられた（表 ４ ）。

４ ．考察

１ ） 小児看護学実習の子育てカレッジ実習における教育
評価

　子育てカレッジ実習の教育評価として，小児看護学実
習目標の １ ）に掲げている健康な小児の発達段階の特徴
を知り，その発達段階に応じた保育的な働きかけを理解
することについて，「遊びの捉え方」「子どもの捉え方」「保
護者の捉え方」の ３ つの観点から分析する。
　「遊びの捉え方」では，遊びの意義として自由で自発的
な活動であることを理解している。子育てカレッジは，

表 ３　子どもの捉え方
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ノンプログラム型の中で親子が自由に過ごしており，子
どもの自由な遊び場面の中で実習を体験する。このこと
より学生は，子ども本来の自由な遊びに触れ，自ら体験
することにより理解が深まったと考える。
　また，遊びは，成長発達を促す観点からも子ども自ら
おもちゃを選択し，組み立てるなどの手先を使う微細運
動や，発達年代別のひとり遊びから子ども同士の交流に
よる同じ遊びを展開するなどの連合遊び，遊びの中で順
番を決めるなどの社会性の発達を促す場面を通して子ど
もの成長発達を促すには，重要な概念であることを理解
したと考える。
　一方で，遊びにおける危険性を認識できない年少児に
おいては，周囲の大人による安全管理や教育の必要性を
理解している。子育てカッレジは，子どもが安全に過ご
す場所として，環境が整えられている。しかし，子ども
自身は，危険に対する予知能力は発達途上であり，日々
の生活の中で学んでいく。実習中に保護者や保育士の関
わりを通して危険に対する安全教育を学ぶことは，発達
段階の学びと併せて必要な実習体験である。
　「子どもの捉え方」では，子どもの活動性から常に成長
発達をしている存在であることを理解している。特に年
齢の違う子どもの活動場面を同時に見ることで，身体的
能力の成長過程を認識する機会となる。これは，従来の
保育所実習では，同学年のクラスで実習をしており，年
齢による違いを体験することが少ない ４ ）。子育てカレッ
ジは，主に就学前の子どもが一つのフロアで過ごすこと
で，様々な年齢の子どもと同時に触れ合うことになり，

より鮮明に身体的違いを認識したと言えよう。
　また， １ 歳までの乳児期の子どもに関わることは，周
囲の大人の関わりを必要とし，守られている存在と認識
している。
　一方，小児看護学実習までに学内での演習を除くと年
少児に触れ合う体験の少ない学生にとっては，子どもを
苦手としている傾向がみられる。しかしながら，子ども
との触れ合いを通し少しずつ肯定的イメージに変化して
おり，実習体験の意義は高いと言える。
　「保護者の捉え方」では，常に子どものことに気を配っ
ており，子どもを大切に思う親の気持ちに触れ，子ども
への思いが強いことを理解している。
　しかし，子育てに対する不安を抱えている存在として，
子どもの変化や成長に伴う不安を抱えていることを理解
している。これは，直接保護者と触れ合うことが多い子
育てカレッジ実習の特徴と考える。
　そのための支援として，実習終了後の反省会などで現
在の子育て支援への取り組みを指導者より学ぶことは，
実習の意義としても高いと言えよう。また，親同士によ
る情報交換や育児相談などを行っているピアサポートの
場面を体験することは，専門家からの支援と併せて多様
な子育て支援の一環として学ぶことは重要と言えよう。
　以上より，実習目標に掲げている発達段階や関わり方
についての理解は達成できていると考える。しかし，先
行研究では基本的生活習慣の食事や排泄行動の発達や関
わり方に関する場面の学びが多い ５ ）。子育てカレッジは，
遊びを中心に過ごす場所であり，日常生活への援助につ

表 ４　保護者の捉え方
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いては保護者が実践されており，基本的生活習慣の獲得
場面への関わりは，実習では難しいことが課題として挙
げられる。

２ ） 小児看護学実習における子育てカレッジ実習の課題
と今後の実習指導への示唆

　今回，小児看護学実習に導入した子育てカレッジ実習
の教育評価を分析した。学生は，実習目標に掲げている
発達段階の理解と成長発達に応じた支援に注目し，ノン
プログラム型として自由に子ども及び保護者に関わり，
子どもの成長過程について学ぶ機会を得ることができた。
　また，子育てに対する不安について自由に話せる場で
保護者より直接話を聞ける機会を持つことは，病院実習
における乳幼児健診での育児相談などの体験と併せるこ
とで，より子育て不安についての理解が進むと考える。
親の子育てに関する不安は多様である ６ ）。病院実習で十
分に関われなかった場合，子ども及び保護者への子育て
支援としてのカレッジの役割を認識し，保健・医療機関
や保育所施設とは違った支援を学ぶ機会として実習を進
めていきたいと考える。
　小児看護学実習の到達目標として宮谷らは，子どもの
日常生活への援助について取り上げている ７ ）。子育てカ
レッジ実習初年度の課題として挙げられた食事行動，排
泄行動への関わりの体験が少ないことについては，重点
的に保護者に食事行動の様子を聞いたり，トイレットト
レーニングとしての排泄場面に保護者とともに子どもに
関わるなどの方法を取り入れて実習目標が到達できるよ
うにしていきたいと考える。
　本研究では，遊びの捉え方，子どもの捉え方，保護者
の捉え方の ３ つの観点からの分析であった。この内容は
主にノンプログラム型実習であり，プログラム型実習と
して取り組んでいる内容については，日々の記録には記

述されているも総括記録では少ない。
　今後の実習指導への示唆として，プログラム型実習と
して子どもの日常生活のなかでの健康を守るための啓発
活動としてのテーマや実習内容を検討し，包括的な子育
て支援について学んでいけるよう検討を続けたい。
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